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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスのワイヤレス通信の方法であって、前記ワイヤレスデバイスが、局
（ＳＴＡ）またはアクセスポイント（ＡＰ）であり、
　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）の
セットのうちのＲＵの第１のサブセットを決定することと、前記帯域幅が、複数のトーン
を備え、前記複数のトーンが、前記帯域幅の中心部分に位置するいくつかの直流（ＤＣ）
トーンと、前記帯域幅の上外側エッジ部分に位置するガードトーンの第１のセットと、前
記帯域幅の下外側エッジ部分に位置するガードトーンの第２のセットとを含み、ＲＵの前
記第１のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記第１のサ
ブセット以外のＲＵの前記セット中の残りのＲＵが、標準ブロックであり、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、少なくとも２６個のトーンを含む、
　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
通信することと
を備え、ＲＵの前記第１のサブセットが、ｘ個のトーンを含み、前記ｘ個のトーンが、前
記ＤＣトーンよりも高く、ガードトーンの前記第１のセットよりも低い周波数を有するｘ
／２個のトーンの第１のセットを備え、前記ＤＣトーンよりも低く、ガードトーンの前記
第２のセットよりも高い周波数を有するｘ／２個のトーンの第２のセットを備え、
　ここにおいて、ＲＵの前記第１のサブセットが、センターブロックであり、ｘ／２個の
トーンの前記第１のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しており、ｘ／２個
のトーンの前記第２のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しているか、また
は、
　ＲＵの前記第１のサブセットが、エッジブロックであり、ｘ／２個のトーンの前記第１
のセットが、ガードトーンの前記第１のセットに周波数において隣接しており、ｘ／２個
のトーンの前記第２のセットが、ガードトーンの前記第２のセットに周波数において隣接
している、方法。



(2) JP 2017-528076 A5 2018.3.22

【請求項２】
　前記ワイヤレスデバイスがＡＰであり、前記方法は、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振ることと、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちの複数のサブセットを割り振
ることと、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のためのもの
であり、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、前記第１のサブセット
中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前記第１のＳＴＡ
とのものである、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　フレームを前記複数のＳＴＡに送信することをさらに備え、前記フレームが、複数のサ
ブセットの前記割振りを示す情報を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちのＲＵの第２のサブセットを決定すること
と、ＲＵの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信することと
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ワイヤレスデバイスがＳＴＡであり、前記方法が、前記ワイヤレスデバイスと通信
するための、ＲＵの前記セットのうちの前記第１のサブセットの割振りを示す情報を含む
フレームを受信することをさらに備え、前記第１のサブセットが、前記割振りに基づいて
決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、請求項１に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ＲＵの前記セットのうちの１つ
のＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、前記第１の部分が、周波数において前記い
くつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣ
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トーンの下にある、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、１７個のＲＵ、
１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトー
ンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項１３に記載
の方法。
【請求項１６】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項１６に記載
の方法。
【請求項１８】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、３２個またはそれ以上のＲＵを
含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が、局（ＳＴＡ）またはアクセスポイ
ント（ＡＰ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）
のセットのうちのＲＵの第１のサブセットを決定することと、前記帯域幅が、複数のトー
ンを備え、前記複数のトーンが、前記帯域幅の中心部分に位置するいくつかの直流（ＤＣ
）トーンと、前記帯域幅の上外側エッジ部分に位置するガードトーンの第１のセットと、
前記帯域幅の下外側エッジ部分に位置するガードトーンの第２のセットとを含み、ＲＵの
前記第１のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記第１の
サブセット以外のＲＵの前記セット中の残りのＲＵが、標準ブロックであり、ＲＵの前記
セットの各ＲＵが、少なくとも２６個のトーンを含む、
　　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
を通信することと
　を行うように構成され、ＲＵの前記第１のサブセットが、ｘ個のトーンを含み、前記ｘ
個のトーンが、前記ＤＣトーンよりも高く、ガードトーンの前記第１のセットよりも低い
周波数を有するｘ／２個のトーンの第１のセットを備え、前記ＤＣトーンよりも低く、ガ
ードトーンの前記第２のセットよりも高い周波数を有するｘ／２個のトーンの第２のセッ
トを備え、
　ここにおいて、ＲＵの前記第１のサブセットが、センターブロックであり、ｘ／２個の
トーンの前記第１のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しており、ｘ／２個
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のトーンの前記第２のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しているか、また
は、
　ＲＵの前記第１のサブセットが、エッジブロックであり、ｘ／２個のトーンの前記第１
のセットが、ガードトーンの前記第１のセットに周波数において隣接しており、ｘ／２個
のトーンの前記第２のセットが、ガードトーンの前記第２のセットに周波数において隣接
している、装置。
【請求項２３】
　前記装置がＡＰであり、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振ることと、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちの複数のサブセットを割り振
ることと、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のためのもの
であり、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、前記第１のサブセット
中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前記第１のＳＴＡ
とのものである、
を行うようにさらに構成された、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、フレームを前記複数のＳＴＡに送信するようにさ
らに構成され、前記フレームが、複数のサブセットの前記割振りを示す情報を含む、請求
項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちのＲＵの第２のサブセットを決定すること
と、ＲＵの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信することと
を行うようにさらに構成された、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記装置がＳＴＡであり、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記装置と通信するた
めのＲＵの前記セットのうちの前記第１のサブセットの割振りを示す情報を含むフレーム
を受信するようにさらに構成され、前記第１のサブセットが、前記割振りに基づいて決定
される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２８】
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、請求項２２に記載の装置。
【請求項２９】
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３０】
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、請求項２２に記載の装置
。
【請求項３１】
　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、請求項２２に記載の装
置。
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【請求項３２】
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、請求項２２に記載
の装置。
【請求項３３】
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ＲＵの前記セットのうちの１つ
のＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、前記第１の部分が、周波数において前記い
くつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣ
トーンの下にある、請求項２２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、１７個のＲＵ、
１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトー
ンを含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３５】
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項３４に記載
の装置。
【請求項３７】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３８】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項３７に記載
の装置。
【請求項３９】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、３２個またはそれ以上のＲＵを
含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項４０】
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項４２】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項４３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が、局（ＳＴＡ）またはアクセスポイ
ント（ＡＰ）であり、
　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）の
セットのうちのＲＵの第１のサブセットを決定するための手段と、前記帯域幅が、複数の
トーンを備え、前記複数のトーンが、前記帯域幅の中心部分に位置するいくつかの直流（
ＤＣ）トーンと、前記帯域幅の上外側エッジ部分に位置するガードトーンの第１のセット
と、前記帯域幅の下外側エッジ部分に位置するガードトーンの第２のセットとを含み、Ｒ
Ｕの前記第１のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記第
１のサブセット以外のＲＵの前記セット中の残りのＲＵが、標準ブロックであり、ＲＵの
前記セットの各ＲＵが、少なくとも２６個のトーンを含む、
　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
通信するための手段と
を備え、ＲＵの前記第１のサブセットが、ｘ個のトーンを含み、前記ｘ個のトーンが、前
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記ＤＣトーンよりも高く、ガードトーンの前記第１のセットよりも低い周波数を有するｘ
／２個のトーンの第１のセットを備え、前記ＤＣトーンよりも低く、ガードトーンの前記
第２のセットよりも高い周波数を有するｘ／２個のトーンの第２のセットを備え、
　ここにおいて、ＲＵの前記第１のサブセットが、センターブロックであり、ｘ／２個の
トーンの前記第１のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しており、ｘ／２個
のトーンの前記第２のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しているか、また
は、
　ＲＵの前記第１のサブセットが、エッジブロックであり、ｘ／２個のトーンの前記第１
のセットが、ガードトーンの前記第１のセットに周波数において隣接しており、ｘ／２個
のトーンの前記第２のセットが、ガードトーンの前記第２のセットに周波数において隣接
している、装置。
【請求項４４】
　前記装置がＡＰであり、前記装置は、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振るための手段と、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちの複数のサブセットを割り振
るための手段と、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のため
のものであり、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、前記第１のサブ
セット中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前記第１の
ＳＴＡとのものである、
をさらに備える、請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
　フレームを前記複数のＳＴＡに送信するための手段をさらに備え、前記フレームが、複
数のサブセットの前記割振りを示す情報を含む、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちのＲＵの第２のサブセットを決定するため
の手段と、ＲＵの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信するための手段と
をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４７】
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、請求項４４に記載の装置。
【請求項４８】
　前記装置がＳＴＡであり、前記装置が、前記装置と通信するためのＲＵの前記セットの
うちの前記第１のサブセットの割振りを示す情報を含むフレームを受信するための手段を
さらに備え、前記第１のサブセットが、前記割振りに基づいて決定される、請求項４３に
記載の装置。
【請求項４９】
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、請求項４３に記載の装置。
【請求項５０】
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、請求項４３に記載の装置。
【請求項５１】
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、請求項４３に記載の装置
。
【請求項５２】
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　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、請求項４３に記載の装
置。
【請求項５３】
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、請求項４３に記載
の装置。
【請求項５４】
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ＲＵの前記セットのうちの１つ
のＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、前記第１の部分が、周波数において前記い
くつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣ
トーンの下にある、請求項４３に記載の装置。
【請求項５５】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、１７個のＲＵ、
１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトー
ンを含む、請求項４３に記載の装置。
【請求項５６】
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、請求項５５に記載の装置。
【請求項５７】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項５５に記載
の装置。
【請求項５８】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項４３に記載の装置。
【請求項５９】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項５８に記載
の装置。
【請求項６０】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、３２個またはそれ以上のＲＵを
含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、請求項４３に記載の装置。
【請求項６１】
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、請求項６０に記載の装置。
【請求項６２】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項４３に記載の装置。
【請求項６３】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、請求項４３に記載の装置。
【請求項６４】
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記ワイヤレスデバイスが、局（ＳＴＡ
）またはアクセスポイント（ＡＰ）であり、
　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）の
セットのうちのＲＵの第１のサブセットを決定することと、前記帯域幅が、複数のトーン
を備え、前記複数のトーンが、前記帯域幅の中心部分に位置するいくつかの直流（ＤＣ）
トーンと、前記帯域幅の上外側エッジ部分に位置するガードトーンの第１のセットと、前
記帯域幅の下外側エッジ部分に位置するガードトーンの第２のセットとを含み、ＲＵの前
記第１のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記第１のサ
ブセット以外のＲＵの前記セット中の残りのＲＵが、標準ブロックであり、ＲＵの前記セ
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ットの各ＲＵが、少なくとも２６個のトーンを含む、
　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
通信することと
を行うためのコードを備え、ＲＵの前記第１のサブセットが、ｘ個のトーンを含み、前記
ｘ個のトーンが、前記ＤＣトーンよりも高く、ガードトーンの前記第１のセットよりも低
い周波数を有するｘ／２個のトーンの第１のセットを備え、前記ＤＣトーンよりも低く、
ガードトーンの前記第２のセットよりも高い周波数を有するｘ／２個のトーンの第２のセ
ットを備え、
　ここにおいて、ＲＵの前記第１のサブセットが、センターブロックであり、ｘ／２個の
トーンの前記第１のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しており、ｘ／２個
のトーンの前記第２のセットが、前記ＤＣトーンに周波数において隣接しているか、また
は、
　ＲＵの前記第１のサブセットが、エッジブロックであり、ｘ／２個のトーンの前記第１
のセットが、ガードトーンの前記第１のセットに周波数において隣接しており、ｘ／２個
のトーンの前記第２のセットが、ガードトーンの前記第２のセットに周波数において隣接
している、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６５】
　前記ワイヤレスデバイスがＡＰであり、前記コンピュータ可読媒体は、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振ることと、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちの複数のサブセットを割り振
ることと、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のためのもの
であり、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、前記第１のサブセット
中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前記第１のＳＴＡ
とのものである、
を行うためのコードをさらに備える、請求項６４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
【請求項６６】
　フレームを前記複数のＳＴＡに送信するためのコードをさらに備え、前記フレームが、
複数のサブセットの前記割振りを示す情報を含む、請求項６５に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
【請求項６７】
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのうちのＲＵの第２のサブセットを決定すること
と、ＲＵの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信することと
を行うためのコードをさらに備える、請求項６５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
【請求項６８】
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、請求項６５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６９】
　前記ワイヤレスデバイスがＳＴＡであり、前記コンピュータ可読媒体が、前記ワイヤレ
スデバイスと通信するためのＲＵの前記セットのうちの前記第１のサブセットの割振りを
示す情報を含むフレームを受信するためのコードをさらに備え、前記第１のサブセットが
、前記割振りに基づいて決定される、請求項６４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
【請求項７０】
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
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のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、請求項６４に記載の非一時的コンピ
ュータ可読媒体。
【請求項７１】
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、請求項６４に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
【請求項７２】
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、請求項６４に記載の非一
時的コンピュータ可読媒体。
【請求項７３】
　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、請求項６４に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項７４】
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、請求項６４に記載
の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項７５】
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ＲＵの前記セットのうちの１つ
のＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、前記第１の部分が、周波数において前記い
くつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣ
トーンの下にある、請求項６４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項７６】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、１７個のＲＵ、
１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトー
ンを含む、請求項６４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項７７】
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、請求項７６に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項７８】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項７６に記載
の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項７９】
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項６４に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項８０】
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、請求項７９に記載
の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項８１】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが、３２個またはそれ以上のＲＵを
含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、請求項６４に記載の非一時
的コンピュータ可読媒体。
【請求項８２】
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、請求項８１に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項８３】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
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ットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、請求項６４に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項８４】
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、請求項６４に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９４】
　[00218]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにす
るために与えられた。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本
明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は
、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない全範囲
を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記され
ていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味す
るものである。別段に明記されていない限り、「いくつか（some）」という用語は１つま
たは複数を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体に
わたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により
本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。その上、本明細
書で開示するいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されてい
るかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素
が「ための手段」という句を使用して明確に具陳されていない限り、または方法クレーム
の場合には、その要素が「ためのステップ」という句を使用して具陳されていない限り、
米国特許法第１１２条（ｆ）の規定の下で解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスデバイスのワイヤレス通信の方法であって、前記ワイヤレスデバイスが、局
（ＳＴＡ）またはアクセスポイント（ＡＰ）であり、
　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）の
セットのＲＵの第１のサブセットを決定することと、ＲＵの前記第１のサブセットが、Ｒ
Ｕの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、少なくとも２６
個のトーンを含む、
　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
通信することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記帯域幅が複数のトーンを備え、ここにおいて、前記複数のトーンが、前記帯域幅の
外側エッジ部分に位置するいくつかのガードトーンと、前記帯域幅の中心部分に位置する
いくつかの直流（ＤＣ）トーンとを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ワイヤレスデバイスがＡＰであり、前記方法は、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振ることと、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットの複数のサブセットを割り振ること
と、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のためのものであり
、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、ここにおいて、前記第１のサ
ブセット中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前記第１
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のＳＴＡとのものである、
をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　フレームを前記複数のＳＴＡに送信することをさらに備え、ここにおいて、前記フレー
ムが、複数のサブセットの前記割振りを示す情報を含む、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのＲＵの第２のサブセットを決定することと、Ｒ
Ｕの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信することと
をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ワイヤレスデバイスがＳＴＡであり、前記方法が、前記ワイヤレスデバイスと通信
するための、ＲＵの前記セットの前記第１のサブセットの割振りを示す情報を含むフレー
ムを受信することをさらに備え、ここにおいて、前記第１のサブセットが、前記割振りに
基づいて決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ１３］
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　ここにおいて、前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ここにおいて、
ＲＵの前記セットの１つのＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、ここにおいて、前
記第１の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分
が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの下にある、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、
１７個のＲＵ、１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
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　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ１４に記載の方
法。
［Ｃ１７］
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ１８］
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ１７に記載の方
法。
［Ｃ１９］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、３２個またはそ
れ以上のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含
む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ２２］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ２３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が、局（ＳＴＡ）またはアクセスポイ
ント（ＡＰ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）
のセットのＲＵの第１のサブセットを決定することと、ＲＵの前記第１のサブセットが、
ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、少なくとも２
６個のトーンを含む、
　　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
を通信することと
　を行うように構成された、
装置。
［Ｃ２４］
　前記帯域幅が複数のトーンを備え、ここにおいて、前記複数のトーンが、前記帯域幅の
外側エッジ部分に位置するいくつかのガードトーンと、前記帯域幅の中心部分に位置する
いくつかの直流（ＤＣ）トーンとを含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記装置がＡＰであり、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振ることと、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットの複数のサブセットを割り振ること
と、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のためのものであり
、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、ここにおいて、前記第１のサ
ブセット中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前記第１
のＳＴＡとのものである、
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を行うようにさらに構成された、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、フレームを前記複数のＳＴＡに送信するようにさ
らに構成され、ここにおいて、前記フレームが、複数のサブセットの前記割振りを示す情
報を含む、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのＲＵの第２のサブセットを決定することと、Ｒ
Ｕの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記装置がＳＴＡであり、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記装
置と通信するためのＲＵの前記セットの前記第１のサブセットの割振りを示す情報を含む
フレームを受信するようにさらに構成され、ここにおいて、前記第１のサブセットが、前
記割振りに基づいて決定される、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３１］
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３２］
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３３］
　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、Ｃ２３に記載の装
置。
［Ｃ３５］
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　ここにおいて、前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ここにおいて、
ＲＵの前記セットの１つのＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、ここにおいて、前
記第１の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分
が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの下にある、
Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、
１７個のＲＵ、１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３７］
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、Ｃ３６に記載の装置。
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［Ｃ３８］
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ３６に記載の装
置。
［Ｃ３９］
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ２３に記載
の装置。
［Ｃ４０］
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ３９に記載の装
置。
［Ｃ４１］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、３２個またはそ
れ以上のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含
む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ４２］
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ２３に記載
の装置。
［Ｃ４４］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、Ｃ２３に記載
の装置。
［Ｃ４５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が、局（ＳＴＡ）またはアクセスポイ
ント（ＡＰ）であり、
　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）の
セットのＲＵの第１のサブセットを決定するための手段と、ＲＵの前記第１のサブセット
が、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、少なくと
も２６個のトーンを含む、
　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
通信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ４６］
　前記帯域幅が複数のトーンを備え、ここにおいて、前記複数のトーンが、前記帯域幅の
外側エッジ部分に位置するいくつかのガードトーンと、前記帯域幅の中心部分に位置する
いくつかの直流（ＤＣ）トーンとを含む、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記装置がＡＰであり、前記装置は、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振るための手段と、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットの複数のサブセットを割り振るため
の手段と、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のためのもの
であり、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、ここにおいて、前記第
１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前
記第１のＳＴＡとのものである、
をさらに備える、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
　フレームを前記複数のＳＴＡに送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記
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フレームが、複数のサブセットの前記割振りを示す情報を含む、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのＲＵの第２のサブセットを決定するための手段
と、ＲＵの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信するための手段と
をさらに備える、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記装置がＳＴＡであり、前記装置が、前記装置と通信するためのＲＵの前記セットの
前記第１のサブセットの割振りを示す情報を含むフレームを受信するための手段をさらに
備え、ここにおいて、前記第１のサブセットが、前記割振りに基づいて決定される、Ｃ４
５に記載の装置。
［Ｃ５２］
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５３］
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５４］
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５５］
　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、Ｃ４５に記載の装
置。
［Ｃ５７］
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　ここにおいて、前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ここにおいて、
ＲＵの前記セットの１つのＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、ここにおいて、前
記第１の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分
が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの下にある、
Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、
１７個のＲＵ、１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５９］
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ５８に記載の装
置。
［Ｃ６１］
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み



(16) JP 2017-528076 A5 2018.3.22

、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ４５に記載
の装置。
［Ｃ６２］
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ６１に記載の装
置。
［Ｃ６３］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、３２個またはそ
れ以上のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含
む、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ６４］
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ６５］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ４５に記載
の装置。
［Ｃ６６］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、Ｃ４５に記載
の装置。
［Ｃ６７］
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶するコンピュータ可読媒体であって、前記ワイヤレスデバイスが、局（ＳＴＡ）または
アクセスポイント（ＡＰ）であり、
　送信時間期間においてチャネルの帯域幅にわたって延びるリソースユニット（ＲＵ）の
セットのＲＵの第１のサブセットを決定することと、ＲＵの前記第１のサブセットが、Ｒ
Ｕの前記セットよりも少ないＲＵを含み、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、少なくとも２６
個のトーンを含む、
　前記ＲＵの前記第１のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
通信することと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６８］
　前記帯域幅が複数のトーンを備え、ここにおいて、前記複数のトーンが、前記帯域幅の
外側エッジ部分に位置するいくつかのガードトーンと、前記帯域幅の中心部分に位置する
いくつかの直流（ＤＣ）トーンとを含む、Ｃ６７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６９］
　前記ワイヤレスデバイスがＡＰであり、前記コンピュータ可読媒体は、
　前記送信時間期間において前記ガードトーンと前記ＤＣトーンとを除外した前記複数の
トーンを、ＲＵの前記セットに割り振ることと、
　複数のＳＴＡとの通信のための、ＲＵの前記セットの複数のサブセットを割り振ること
と、ここにおいて、前記第１のサブセットが、第１のＳＴＡとの通信のためのものであり
、前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて決定され、ここにおいて、前記第１のサ
ブセット中のデータまたは制御情報のうちの前記少なくとも１つの前記通信が、前記第１
のＳＴＡとのものである、
を行うためのコードをさらに備える、Ｃ６８に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７０］
　フレームを前記複数のＳＴＡに送信するためのコードをさらに備え、ここにおいて、前
記フレームが、複数のサブセットの前記割振りを示す情報を含む、Ｃ６９に記載のコンピ
ュータ可読媒体。
［Ｃ７１］
　前記複数のサブセットの前記割振りに基づいて、前記複数のＳＴＡのうちの第２のＳＴ
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Ａとの通信のための、ＲＵの前記セットのＲＵの第２のサブセットを決定することと、Ｒ
Ｕの前記第２のサブセットが、ＲＵの前記セットよりも少ないＲＵを含む、
　前記ＲＵの前記第２のサブセット中のデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを
、前記第２のＳＴＡと通信することと
を行うためのコードをさらに備える、Ｃ６９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７２］
　前記第１のＳＴＡとの前記通信と、第２のＳＴＡとの前記通信とがコンカレントである
、Ｃ６９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７３］
　前記ワイヤレスデバイスがＳＴＡであり、前記コンピュータ可読媒体が、前記ワイヤレ
スデバイスと通信するためのＲＵの前記セットの前記第１のサブセットの割振りを示す情
報を含むフレームを受信するためのコードをさらに備え、ここにおいて、前記第１のサブ
セットが、前記割振りに基づいて決定される、Ｃ６７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７４］
　ＲＵの前記セットの前記ＲＵが、２６個のトーン、２４２個のトーン、または４８４個
のトーンのうちの少なくとも１つのサイズを有する、Ｃ６７に記載のコンピュータ可読媒
体。
［Ｃ７５］
　２６個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２６個のトーンが、２
４個のデータトーンと２つのパイロットトーンとを含む、Ｃ６７に記載のコンピュータ可
読媒体。
［Ｃ７６］
　２４２個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記２４２個のトーンが
、２３４個のデータトーンと８つのパイロットトーンとを含む、Ｃ６７に記載のコンピュ
ータ可読媒体。
［Ｃ７７］
　４８４個のトーンを含むＲＵの前記セットの各ＲＵについて、前記４８４個のトーンが
、４６８個のデータトーンと１６個のパイロットトーンとを含む、Ｃ６７に記載のコンピ
ュータ可読媒体。
［Ｃ７８］
　前記帯域幅が、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、または８０ＭＨｚである、Ｃ６７に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ７９］
　前記帯域幅が２０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが９つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含み、
　ここにおいて、前記チャネルがいくつかの直流（ＤＣ）トーンを含み、ここにおいて、
ＲＵの前記セットの１つのＲＵが、第１の部分と第２の部分とを含み、ここにおいて、前
記第１の部分が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの上にあり、前記第２の部分
が、周波数において前記いくつかのＤＣトーンの下にある、
Ｃ６７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８０］
　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、１６個のＲＵ、
１７個のＲＵ、１８個のＲＵ、または１９個のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セ
ットの各ＲＵが、２６個のトーンを含む、Ｃ６７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８１］
　ＲＵの前記セットが１８個のＲＵを含む、Ｃ８０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８２］
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ８０に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ８３］
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　前記帯域幅が４０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ６７に記載
のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８４］
　前記チャネルが、５つまたはそれ以上の直流（ＤＣ）トーンを含む、Ｃ８３に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ８５］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが、３２個またはそ
れ以上のＲＵを含み、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２６個のトーンを含
む、Ｃ６７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８６］
　ＲＵの前記セットが３７個のＲＵを含む、Ｃ８５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８７］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが４つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、２４２個のトーンを含む、Ｃ６７に記載
のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８８］
　前記帯域幅が８０ＭＨｚであり、ここにおいて、ＲＵの前記セットが２つのＲＵを含み
、ここにおいて、ＲＵの前記セットの各ＲＵが、４８４個のトーンを含む、Ｃ６７に記載
のコンピュータ可読媒体。
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